定例記者会見発言録


日　　時：令和８年１月６日（火）10時00分～
場　　所：伊達市役所東棟４階　401・402会議室
出　　席：市長、副市長、教育長、総務部長、未来政策部長、財務部長、産業部長、教育部長
報道機関：読売新聞社、河北新報社、福島民報社、福島民友新聞社
発表項目：市長から年頭のあいさつ後、下記の内容について、別紙資料により説明
資料１　霊山総合支所開所式
資料２　イオンスタイル仙台卸町における伊達市産「あんぽ柿」のトップセールス
資料３　おにぎりサミット2026に参加します！
資料４　「第64回伊達ももの里マラソン大会」を開催
資料５　市有地の売却を行います
資料６　所得税確定申告ｅ－Ｔａｘ研修会を開催


《市長年頭のあいさつ》-------------------------------------------------------

新年明けましておめでとうございます。市民の皆様には新春を健やかにお迎えのこととお慶びを申し上げます。
日頃より皆様方には市政各般にわたりまして、ご支援ご協力を賜り、心から感謝を申し上げます。令和8年の年頭にあたりまして、今後の市政方針について申し上げたいと思います。
まずは、自然災害への備えについてでございます。伊達市におきましては、昨年は大きな被災はありませんでしたが、全国的には大船渡市の大規模林野火災、大分市の大規模住宅地火災、そして青森県東方沖地震などが発生をしております。早期復旧と被災された方々が1日も早く通常の生活に戻れることを心からお祈りをいたします。
市といたしましても、いつ発生するか分からない自然災害に対しまして、普段からの備えをしっかり進めてまいりたいと考えております。
次に、伊達市合併20周年について申し上げます。伊達市は、平成18年1月に5町が合併をいたしまして、今年で20周年の節目を迎えます。
市民の融和と一体感をより深めていくとともに、伊達市のさらなる飛躍を目指しまして、今年は一年を通じまして、記念事業として記念式典の開催、そして、名誉市民表彰制度の創設、冠事業への支援、また、全日本ラリー選手権への開催支援などを実施してまいりたいと考えております。
　次に、産業の振興につきましては、新工業団地につきましては、進出した6社のうち5社が既に操業を開始しておりまして、雇用が生まれております。残り1社につきましても、操業に向けた準備を現在進めているところであります。
また、基幹産業であります農業につきましては、桃につきましては、今年8月の大雨の影響で、規格外品が増加をいたしまして、生産量は前年比で大幅に減少しているところです。
また、夏秋きゅうりにつきましては、単価は上昇しておりますが、生産量が減少したということで、販売額につきましても、前年比で減少している状況にございます。
また、あんぽ柿につきましては、昨年、冷凍あんぽ、また、あんぽグミが発売をされ好評を得ているところであります。あんぽ柿につきましては、現在、鋭意出荷、販売中でございます。こうした農業につきましても、市として、しっかり基幹産業である農業を支援してまいりたいと考えております。
次に、交流促進につきましてですが、高子駅北地区にオープンしましたＵ－プレイス伊達、おかげさまでオープン2年目を迎えました。全世代全員活躍のまちを目指しまして、交流施設、レストラン、体験の宿泊ができるネクストプレイス、またマルシェなどが開催をされまして、大変好評を得ているところでございます。
月舘の旧小手小学校にオープンしました小手の里きてみ～なにつきましてもオープン2年目となりまして、ここにつきましては自転車と泊まれる宿を目指して改修を進め、オープンをしたところでございます。カフェや給食風ランチ等々もありまして、多くの皆さんに来ていただいています。また地域の集会の拠点ということになっておりますので、地域の方たちにも利用されているということでございます。
それから、保原総合公園に開設をいたしました「とまっぺ」につきましては、現在通学合宿ということで、小学校5年生がここで合宿をして、そこから学校に通うということで、子どもたちの情操教育または普段の生活に対する感謝の気持ちというものも醸成をしているのかなと思っております。
また、通学合宿以外にもスポーツ合宿等にも利用されていますので、多くの皆さんが利用いただいているということでございます。こうした各施設とも、伊達市の関係人口の創出に大きく貢献をしているのかなというふうに考えています。
その他の事業としまして、昨年は道の駅伊達の郷りょうぜん、おかげさまで来客者数1,000万人を突破いたしました。
また、紅屋峠千本桜につきましても、昨年は4万5,000人の来場者がございました。それから、梁川で開催されましたクラシックカーフェスティバル、クラシックカーやスポーツカー、多くの愛好家に持ち寄っていただきまして、また相当の観客数を達成されたということでございます。
また、旧梁川高校につきましては、県の方と協定を結びまして、県で解体撤去をしていただいた後に、市としまして譲り受けまして、そこにガイダンスセンターを設置するという方向で、今現在進めています。
また、史跡になっておりますところにつきましては、歴史公園として整備をするということで、協議を進めているところであります。
また、映画「ぼくが生きている二つの世界」、おかげさまで、県内で最初に上映会を実施、7回の上映を行いまして、1,080名がご来場いただきました。この後に、今年に入りまして、県内各地の市町村でも上映していただけるということになりまして、手話への理解や重要性が広く認知をされてきているのかなと思っています。また、この映画によりまして、伊達市の魅力の発信が進んだということで、非常に感謝をしているところであります。
さて、令和8年の伊達市につきましては、国道349号線が宮城県との境のところでございますけれども、令和元年の東日本台風で被災を受けました場所につきまして、宮城県側が国の直轄権限代行で実施をされているということで、近々開通をするということになります。これによりまして、宮城県県南地方と福島県県北地方が結ばれるということで、伊達市がその玄関口となるということで、道路を使った地域振興をしっかり進めていきたいと考えております。
また、国道399号の伊達橋につきましても、現在、国の直轄権限代行で実施をしていただいています。これにつきましても、夏以降に開通というような見通しになっておりますので、交通の利便性の向上が図れるということで期待をしております。
さらには、イオンモール伊達につきましても、今年の下期にオープンということになります。市といたしましては、アンテナショップを設置いたしまして、伊達市の観光物産をしっかりPRしていきたい、または、そのPRしたことによりまして、伊達市内に回遊をしてもらう、または、伊達市の産品を購入いただくということを進めていきたいと思っております。
併せて、公共交通につきましても、このイオンモール伊達が開業したことにより、公共交通をそこに集めるということになりますので、その再編を進めていくのかなと思いますので、このオープンを契機に、公共交通をより使いやすい公共交通にしていきたいと考えております。
ただ、イオンモール伊達に多くの皆さんが来られますが、この来られたお客さんをどうやって地域振興に結びつけていくかというのが、これからの大きな課題でございますので、市としてしっかり市民のご意見をいただきながら進めていきたいと考えております。
さて、伊達市の目指すまちづくりについてお話をさせていただきます。なんといっても課題は人口減少でございます。この対策を進めていかなければなりません。解決には若い世代の定着が絶対的に必要だと考えています。若い世代の定着として、3つ挙げさせていただきますと、「便利なまち」、それから「人に優しいまち」、そして「豊かさを感じられるまち」、その3つのまちづくりを市はしっかり進めていきたいと考えています。
まず便利な部分としましては、地域公共交通の充実を図っていく必要があります。
JR、阿武急、それから、路線バス、タクシー、デマンド等々ございますが、それらの公共交通を有機的につなげて、便利さをより一層向上させていきたいと考えています。
また、道路の整備につきましても、やはり道路が整備されることによって地域間の交流が進むということですので、国や県との協力もいただきながら道路整備を進めていきたいと考えています。
併せて商店街につきましても、商店街の活性化、なかなか担い手が少なくなっていますので、伊達イノベーションサポートセンターがオープンされましたので、そのサポートセンターをしっかり支援をしながら、商店街での事業の促進を図っていきたいと考えています。
　やさしいまちにつきましては、誰一人取り残さない社会を目指すということで、これはSDGsの理念、考えがございますが、そのためには、やはり健康、医療、福祉、そして子育て、教育、そうした各種施策、人に関わる施策の充実を図る必要があると考えております。
それから豊かなまちづくりにつきましては、農業関係につきましては、農産物のブランド力等をしっかりさらに向上させていきたいと考えています。また担い手対策としましては、スマート農業の推進になります。若い人たちが経験や勘ではなくて、データに基づいた農業が実施できるようにスマート農業を進めていきたいと考えています。
　また、工業関係につきましては、先ほど言いましたように、企業の促進、企業の支援、新たに商業化を実施したい人たちへの支援、また、新たな産業としまして、今、国で進めていますAIや、それから半導体、こうした最先端な企業について、伊達市としてもエフレイとの連携を図りながら、なんとか市にそういった最先端企業を誘致したいと思っていますので、その協議を進めていきたいというふうに考えています。
こうして、便利で人に優しく豊かなまち、伊達市の創造をしまして、内外にしっかり発信をしていきたいと考えています。
今年は午年ですので、行動、前進、そして飛躍の年になると考えています。また60年に一度の丙午となっていますので、積極的に行動をするのに良い年と言われています。
合併20周年の今年、新たなことに挑戦する年にしていきたいと思いますので、どうか市民の皆さん、関係機関の皆さんにご協力いただきますようお願いを申し上げます。以上で、私からの年頭のご挨拶とさせていただきます。

《質疑応答》----------------------------------------------------------------

年頭のあいさつ（伊達市合併20周年記念事業について）
記　者　合併20周年記念式典の日時、名誉市民の認定のスケジュールについて伺います。
市　長　合併20周年記念式典については、5月以降と考えているところであり、日時については、まだ決定しておりません。
名誉市民につきましては、議会で条例を議決いただいたところで、規則を定めているところであります。年が明けましたので、候補者の選出を始めまして、選定委員会に諮問し、答申をいただく流れとなっています。市として、この方へ贈るとなった際には、その式典の中で、名誉市民の称号を贈りたいと考えています。

霊山総合支所開所式
記　者　開所後の旧霊山総合支所の今後の活用について伺います。
市　長　霊山総合支所の今後の活用に関する決定はしていませんが、今のところ、書類等の倉庫、保管庫というような使用を考えているところであります。どのような形で使用するか、土地をどうするかについては、これから検討していきたいと思います。

記　者　霊山総合支所の開所が１月30日とありますが、市民の方が利用できるのも30日からになるのか。また、新しい総合支所に対して新たな機能を追加する予定等はあるのか伺います。
市　長　開所式は１月30日ですが、支所機能としては昨年12月22日から業務を開始しており、市民の皆さんにもご利用いただいているところであります。新しい機能としては、迅速な防災対応、避難施設になる機能や採光による明るい庁舎にすることでエネルギー消費の抑制、会議室において、催事・イベントが開催できるようなスペースも確保しています。

おにぎりサミット2026に参加します！
記　者　おにぎりサミットで新しい伊達鶏のおにぎりが発表され、今後、道の駅で販売されるとのことですが、販売価格や期間などについても同時に発表されるのでしょうか。
市　長　おにぎりサミットで新しい伊達鶏のおにぎりが発表されるのでどのような形になるかまだ分かりません。販売については、道の駅伊達の郷りょうぜんで行いますので、伊達市振興公社と打ち合わせをした上で、数量や期間について決定していきたいと思います。


記者会見以外の質問
改築中の伊達総合支所の工事進捗等、今後の予定について
記　者　霊山総合支所の開所式の発表がありましたが、改築中の伊達総合支所のスケジュールについて伺います。
未来政策部長　伊達総合支所の工事は順調であり、2月末に完成を予定しております。その後、備品等の搬入で3月下旬には仮オープンできる見込みとなっています。開所式の時期については、未定となっています。

物価高騰対策の重点支援地方交付金補助活用について
記　者　伊達市では、物価高騰対策の重点支援地方交付金補助活用したおこめ券の配布について、未定という回答だったかと思いますが、その後の方向性を伺います。
市　長　物価高騰対策の重点支援地方交付金のおこめ券の配布については、配布をしないこととしております。農家の多い地域ですのでおこめ券ではなく、広く市民にいきわたるような形に対応できればと考えております。

記　者　物価高騰対策重点支援地方交付金補助活用したおこめ券の配布は行わないとのことですが、充てない場合のどのような支援を予定しているのか。12月議会では水道料金の支援等があった。改めて市の取り組みを伺います。
市　長　伊達市においては、議会に提案し、お認め頂いて水道料金の基本料金4か月分に充てることとしています。また、非課税世帯への燃料購入支援、幼稚園、保育園事業所に対しての燃料費等の支援を行います。今後についても、物価高騰対策として3月議会において提案をしていきたいと考えています。

記　者　伊達市においては、おこめ券を配布しない。農家が多いのでという話でしたが、配布しない理由を詳しく伺います。
市　長　まず、配布にかかる経費が結構かかるという話があります。また、農家が多いことからお米券を配布したとしても使う場所がなかなか無いと考えましたので、おこめ券ではない形での支援を進めていきたいと考えています。

[bookmark: _Hlk218622860]イオンモール伊達のアンテナショップについて
記　者　イオンモール伊達のアンテナショップについては、地域振興の重要な課題と話されましたが、市として具体的なビジョン等について伺います。
市　長　イオンモール伊達には、多くの方が来場しますので、そこから伊達市の中を回遊してもらう。アンテナショップを設置して観光や特産品のＰＲや一部の特産品を食べられるような形にして、実際に購入する場合は、そこから地域に回遊できるような仕組みにしたいと考えています。
また、イオンモール伊達に公共交通が乗り入れできるようになりますので、交通機関を使っての回遊するルートづくり、また、見る観光、体験する観光、子どもたちが遊べる場所の紹介、紹介と合わせてその施設の充実を図り、今あるものを有効に活用して、磨き上げて来場者に提案していくような形にしていきたいと考えています。
アンテナショップについても、人が常駐して観光物産や名所等の紹介ができるような体制をとっていきたいと考えております。
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